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い
の
ち
を
守
れ

健
康
保
険
の
改
悪
反
対

7
8
万
署
名
を
持
っ
て
集
会
・
デ
モ

　

寒
さ
や
雨
な
ど
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

小
春
日
和
の
一
日
と
な
っ
た
「
‥
目
・
1
5

健
保
改
悪
は
許
さ
な
い
患
者
・
家
族
大

行
動
」
は
、
前
日
よ
り
泊
ま
り
込
ん
だ

約
二
百
人
を
は
じ
め
、
早
朝
よ
り
、
近

畿
、
東
海
、
関
東
な
ど
全
国
各
地
か
ら

患
者
・
家
族
が
集
ま
り
、
開
会
時
に
は

四
百
五
十
人
の
参
加
者
で
会
場
の
日
本

都
市
セ
ン
タ
ー
第
二
講
堂
は
満
員
に
な

り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
『
医
療
保
険
制
度
の
改

悪
は
絶
対
に
許
さ
な
い
』
と
国
民
に
訴

え
る
「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
、

集
会
後
、
厚
生
省
前
ま
で
参
加
者
全
員

が
「
い
の
ち
を
守
れ
健
康
保
険
の
改
悪

反
対
」

　

「
入
院
給
食
費
を
健
康
保
険
か

ら
は
ず
さ
な
い
で
／
・
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を

胸
に
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
集
め
ら
れ
た
七
十
八
万
人
の
「
緊
急

要
望
」
署
名
を
持
っ
て
、
厚
生
大
臣
に

　

「
健
康
保
険
の
改
悪
は
絶
対
に
や
め
て

ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。
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大
行
動
に
41
詣

　
　

「
健
保
改
悪
反
対
」

　

「
入
院
給
食
の
保

険
は
ず
し
反
対
」
の
ゼ
″
ケ
ン
を
胸
に
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
で
満
員
に
な

っ
た
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
第
一
一
講
堂
で
の

集
会
は
、
取
材
カ
メ
ラ
の
ま
わ
る
な
か
。

　

「
患
者
が
病
を
お
し
て
行
動
に
立
ち
上
が

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
今
の
医

療
行
政
の
現
状
で
す
。
健
保
改
悪
反
対
の

意
思
表
示
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
今
日

の
行
動
を
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

の
長
代
表
幹
事
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
つ

づ
き
、
公
明
党
、
共
産
党
、
日
本
栄
養
士

会
（
全
国
病
院
栄
養
士
協
議
会
）
、
保
団

連
、
日
本
医
労
連
、
全
医
労
、
病
院
給
食

研
究
会
の
代
表
が
激
励
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。
公
明
党
代
表
は
「
皆
さ
ん
の
声
を
よ

く
聞
い
て
…
」
と
明
確
な
態
度
表
明
は
避

け
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
代
表
は
「
私
だ

加

ち
も
入
院
給
食
の
保
険
は
ず
し
に
反
対
」

と
、
と
も
に
運
動
に
取
り
組
む
立
場
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
全
国
病
院
栄
養
士
協
議
会
の
立

川
倶
子
会
長
は
「
病
院
給
食
は
医
療
の
重

要
な
一
部
で
す
。
患
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

性
な
ど
と
い
っ
て
、
患
者
を
犠
牲
に
す
る

こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。
国
民
皆
保
険
の
医

療
保
険
制
度
を
根
本
か
ら
突
き
崩
す
第
一

歩
で
あ
り
、
病
院
給
食
の
保
険
は
ず
し
に

反
対
し
ま
す
」
と
、
同
会
も
給
食
の
保
険

適
用
除
外
に
早
く
か
ら
反
対
運
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
経
過
を
報
告
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が

短
期
間
で
七
十
八
万
の
署
名
の
成
果
を
あ

げ
た
こ
と
を
評
価
し
、
と
も
に
運
動
を
つ

づ
け
た
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
　

基
調
報
告

　

私
た
ち
は
十
年
前
、
厚
生
省
が
発
表
し

た
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
て
、

厚
生
省
と
の
激
し
い
交
渉
と
座
り
込
み
な

ど
の
運
動
に
取
り
組
み
、
食
事
代
の
患
者

負
担
、
か
ぜ
薬
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
保
険
給

付
除
外
を
撤
回
さ
せ
た
経
験
を
も
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
給
食
の
保
険
適
用
除
外
に

つ
い
て
医
療
保
険
審
議
会
の
『
中
間
ま
と

め
』
は
、
「
在
宅
・
施
設
間
を
通
じ
た
負

＠
担
の
公
平
化
、
給
付
の
重
点
化
、
給
食
の

質
の
向
上
」
を
理
由
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
保
険
財
源
だ
け
を
問
題
に
し
て
、

　

「
給
食
は
医
療
の
重
要
な
一
部
門
」
と
厚

生
省
自
ら
が
位
置
付
け
て
き
た
病
院
給
食

の
役
割
に
対
す
る
考
え
方
を
ま
っ
た
く
否

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

『
中
間
ま
と
め
』
は
、
室
料
の
保
険
給

付
も
見
直
す
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
「
患
者
の
療
養
環
境
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

「
療
養
環
境
の
改
善
」
を
求
め
る
患
者
の

声
が
、
な
ぜ
「
保
険
給
付
を
見
直
す
」
理

由
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
患
者
ニ
ー

ズ
」
と
い
う
言
葉
を
逆
手
に
と
っ
た
患
者

負
担
の
押
し
つ
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
「
薬
剤
・
治
療
材
料
の
給
付
の

あ
り
方
」
も
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
「
使
用
の
適
正
化
、
保

険
給
付
の
必
要
性
、
優
先
度
」
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
薬
は
嗜
好
品
で
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
に
「
必
要
」
だ
か
ら
医
師
に
よ
っ
て

処
方
さ
れ
る
の
で
、
「
適
正
化
」
や
「
優

先
度
」
を
保
険
給
付
の
尺
度
に
す
る
こ
と

は
、
保
険
医
療
を
根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ
る

も
の
で
す
。

　

い
ま
、
医
療
保
険
の
あ
り
方
の
検
討
と

並
行
し
て
、
診
療
報
酬
の
見
直
し
も
検
討

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制

度
改
悪
は
、
「
疾
病
構
造
の
変
化
」
「
高

齢
化
社
会
の
到
来
」

　

「
患
者
の
ニ
ー
ズ
」

「患者の訴え」三品さん

199ろ－12 。躇呵診の仰闇

な
ど
、
も
っ
と
も
ら
し
い
言
葉
で
「
医
療

改
革
」
が
す
す
め
ら
れ
、
患
者
・
国
民
不

在
の
医
療
が
押
し
つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
求
め
る
も
の
は
、
年

齢
、
性
別
、
貧
富
の
差
な
く
、
誰
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
在
宅
で
あ
れ
入

院
で
あ
れ
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
最
善

最
良
の
医
療
が
、
憲
法
第
二
十
五
条
で
規

定
す
る
よ
う
に
国
の
責
任
に
お
い
て
保
障

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
十
年
前
の

教
訓
に
学
び
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
求
め
て
、
国
民
の
医
療
と
健
康
を
守
る

た
め
に
た
た
か
い
ま
す
。

　

各
地
か
ら
病
躯
を
お
し
て
参
加
さ
れ
た

多
く
の
代
表
の
み
な
さ
ん
。
病
友
に
、
町

の
人
々
に
、
職
場
の
人
々
に
い
ま
「
医
療

が
危
な
い
」
こ
と
を
知
ら
せ
、
こ
の
た
た

か
い
の
炎
を
広
げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
　

患
者
の
訴
え

　

大
阪
、
北
海
道
、
沖
縄
の
代
表
が
「
病

　

9
2

気
に
な
る
と
金
が
か
か
り
ま
す
。
家
族
に

　

Ｊ
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気
が
ね
し
な
が
ら
療
聾
生
活
を
送
る
の
は

と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
以
上
、

患
者
負
担
を
重
く
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

　

「
私
た
ち
は
一
生
、
医
療
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
通
院
時
の
交
通
費
も
大

変
な
経
済
的
負
担
で
す
。
そ
の
上
、
給
食

が
患
者
負
担
と
な
っ
た
ら
生
き
る
手
立
て

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
患
者
で
も
生
き

て
い
く
権
利
は
あ
る
の
で
す
。
絶
対
に
反

対
で
す
。
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
り
ま
す
」
と
、
闘
病
の
苦
し
か
っ
た
こ

ろ
を
思
い
出
し
た
患
者
の
訴
え
に
、
会
場

か
ら
も
大
き
く
う
な
ず
く
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

。
…
…
…
に
Ｊ
Ｓ
ｕ

アピールを提案する・

池田さん

　

集
会
で
は
、
「
『
医
療
保
険
制
度
の
改

悪
は
絶
対
に
許
さ
な
い
』
、
と
も
に
声
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
、
一
緒
に
手
を
た
ず
さ
え

て
た
た
か
い
を
全
国
に
広
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
国
民
に
訴
え
る
「
ア
ピ
ー
ル
」

を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
　

デ
モ
行
進

　

集
会
後
、
宣
伝
カ
ー
を
先
頭
に
参
加
者

全
員
が
「
い
の
ち
を
守
れ
健
康
保
険
の
改

悪
反
対
」
「
入
院
給
食
費
を
健
康
保
険
か

ら
は
ず
さ
な
い
で
／
・
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着

け
、
各
団
体
の
旗
や
ノ
ボ
リ
を
な
び
か
せ

て
、
二
十
数
台
の
車
椅
子
も
含
め
た
四
百

五
十
人
の
参
加
者
は
、
会
場
か
ら
厚
生
省

前
ま
で
約
ニ
キ
ロ
の
道
を
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。
途
中
の
参
議
院
・
衆
議
院
議
員
面

会
所
前
で
は
、
待
ち
受
け
る
社
会
党
、
公

明
党
、
共
産
党
な
ど
の
国
会
議
員
や
秘
書

ら
に
健
保
改
悪
に
反
対
す
る
請
願
書
を
全

員
が
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
モ
行
進
は
、
国
会
を
経
て
、
官

庁
街
を
「
健
保
改
悪
を
許
さ
な
い
ぞ
Ｉ
」

　

「
入
院
給
食
の
患
者
負
担
は
や
め
よ
１
」

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
街
行
く
人
々
に
訴
え
ま
し
た
。

　
　

厚
生
省
交
渉

　

一
人
の
落
後
者
も
な
く
日
比
谷
公
園
に

到
着
し
た
の
ち
、
各
団
体
の
代
表
は
、
全

国
か
ら
集
め
た
七
十
八
万
人
の
「
緊
急
要

望
」
署
名
を
持
っ
て
、
大
臣
室
に
厚
生
大

臣
を
訪
ね
要
詰
を
行
い
ま
し
た
。
大
臣
は

折
悪
し
く
公
務
で
留
守
と
の
こ
と
で
、
大

臣
付
き
秘
書
官
に
「
健
康
保
険
の
改
悪
は

や
め
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
保
険
局
の
担
当
官
と
医
療
保

険
制
度
の
改
悪
は
や
め
る
よ
う
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
伊
藤
代
表
幹
事
は
、
「
全
国

の
患
者
は
入
院
給
食
の
保
険
は
ず
し
に
は

＠
反
対
。
た
だ
ち
に
医
療
保
険
制
度
改
悪
の

計
画
は
撤
回
す
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

　

厚
生
省
担
当
官
は
「
審
議
会
で
建
議
案

の
作
成
作
業
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
厚
生
省
と
し
て
、
い
ま
申
し
上
げ
る

段
階
に
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
住
宅

患
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
費
用
負
担
の
あ
り

方
、
給
付
の
重
点
化
な
ど
の
観
点
か
ら
見

直
し
が
必
要
だ
。
厚
生
省
と
し
て
は
、
審

議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
医
療
保
険
制
度

の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
、
従
来
の
見
解
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
代
表
ら
は
「
患

者
の
ニ
ー
ズ
と
い
う
が
、
ど
こ
で
確
認
し

て
い
る
の
か
」
「
審
議
会
に
反
対
意
見
は

な
い
の
か
」
「
病
院
給
食
と
在
宅
の
食
事

と
は
質
的
に
違
う
」

　

「
国
の
責
任
は
ど
う

な
る
の
か
」

　

「
い
ま
で
も
耐
え
難
い
患
者

負
担
が
い
っ
そ
う
増
え
る
こ
と
に
な
る
」

な
ど
、
口
々
に
見
直
し
論
の
矛
盾
や
保
険

制
度
改
悪
の
不
当
性
を
追
求
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
厚
生
省
側
は
、
見
直
し
を
撤

待ち受ける議員に請願

■~r:"･ＳＳ嗜●SＦ

報告集会でガンバロー

回
す
る
見
解
は
示
さ
ず
、
「
皆
さ
ん
の
意

見
は
審
議
会
に
伝
え
る
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
伊
藤
代
表
幹
事
は
「
説

明
に
は
納
得
で
き
な
い
、
今
後
も
改
悪
反

対
の
要
求
を
つ
づ
け
る
」
こ
と
を
伝
え
、

交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

　

交
渉
か
ら
帰
っ
た
代
表
団
を
拍
手
で
迎

え
た
参
加
者
は
、
日
比
谷
公
園
で
報
告
集

会
を
開
き
ま
し
た
。
交
渉
団
を
代
表
し
て

伊
藤
代
表
幹
事
は
、
七
十
八
万
人
の
「
緊

急
要
望
」
署
名
を
大
臣
に
届
け
た
こ
と
、

し
か
し
、
厚
生
省
は
健
保
改
悪
の
方
針
を

変
え
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
交
渉
の
様
子

を
伝
え
、
「
各
地
域
、
団
体
で
引
き
続
き

反
対
運
動
を
強
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
報
告
集
会
は
「
健
保
改
悪
反
対
」

　

「
病
院
給
食
の
患
者
負
担
反
対
」
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
唱
和
し
、
医
療
保
険
制

度
改
悪
計
画
の
撤
回
め
ざ
し
て
、
「
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
と
こ
ぶ
し
を
天
に
突
き
上
げ
て
、

こ
れ
か
ら
の
運
動
の
強
化
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

3９３
1995-12｡覧象參の抑間
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ごはんだって医療です

　

在宅を問わず入院を問わず。患者にとって食事は治療の大切な一部です。まして、入

院中の食事は､｢腎臓食｣｢肝臓食｣はもちろん、病状や体調に合わせて材料を選び、調理

されるのが患者の食事です。蛋白質は？

　

カロリーは？

　

脂肪は？

　

塩分は？

　

と気を

遣い、体力を維持・回復させるための給食です。

　

給食、室料、薬剤・治療材料の保険はずしに反対です

　

現在でも、一日数千円の室料などの保険外負担が多くの患者・家族の肩に重くのしか

かっています。保険で認めていない薬代に高額な支払をしている患者がいます。新薬に

早く保険を適用してほしいと願っている患者がいます。在宅治療のために高額な医療機

器を自費で購入している患者がいます。それがたとえ給食の材料費だけでも、それがた

とえ広い部屋になったからといって、それがたとえ一部の薬だけだとしても、私たち

は、保険給付の見直し

　　

患者負担のこれ以上の拡大に反対です。

　

それは、患者の医療に重大な影響をもたらすおそれがあるからです。それは、患者の

経済的負担を強め、医療に貧富による差別が持ち込まれるからです。

　

医療保険制度の充実・改善を求めます

　

私たち難病・慢性疾患の患者と家族は、医療保険制度の充実・改善を求めます。

　

安心して長期の療養が続けられる施設を／

　

安心して療養生活が送れるような在宅支

援体制の確立を／

　

ふつうの生活が営める年金をノ

　

慢性疾患患者にも働ける職場を／

病気療養児にも行き届いた保育と教育の保障を／

　

私たちは、当たり前の人間らしい生活を求めています。

　

人間らしい生活の保障

　

それは憲法の精神です

　　

｢すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権

利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他国政の上で、最大の尊重を必要

とする｣(第13条)、｢すべての国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有す

る」｢国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増

進に努めなければならない｣(第25条)と、国民の人間らしい生活の保障を国の責務とし

て憲法で明確にしているのです。

　

国民の皆さん

　

私たち患者・家族は、社会福祉、社会保障の根幹ともいえる医療保険制度改悪の動き

を許してはならないと、北海道から、沖縄から、全国から集いました。痛みをこらえ、

苦しさに耐え、不自由な躯をおして「医療保険制度の改悪は絶対に許さない」と訴えま

す。国民の皆さん、ともに声をあげましょう。一緒に手を携えてこのたたかいを全国に

ひろげていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1993年11月15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

健保改悪は許さない患者・家族大行動

J叫
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保
会

　

議

医
審

　

医
療
保
険
審
議
会
は
十
二
月
八
日
、
私

た
ち
の
反
対
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
保

険
給
付
の
範
囲
・
内
容
の
見
直
し
に
関
す

る
建
議
書
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
別
掲
の
よ
う
な
「
声
明
」

を
出
し
、
今
後
の
国
会
審
議
を
ふ
く
め
、

あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
求
め
て
反
対
の
運
動

を
す
す
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

建
議
書
（
要
旨
）

①

　

付
添
看
護
・
介
護

　

付
添
婦
等
に
よ
る
付
き
添
い
を
必
要
と

し
な
い
看
護
・
介
護
体
制
を
早
急
に
確
立

し
て
い
く
べ
き
。
付
添
看
護
療
養
費
制
度

は
廃
止
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
。

②

　

在
宅
医
療
の
推
進

　

保
険
給
付
充
実
と
医
療
・
看
護
サ
ー
ビ

ス
体
制
の
一
層
の
整
備
。
訪
問
看
護
を
一

般
に
拡
大
す
る
の
が
適
当
。

③

　

入
院
時
の
食
事

　

画
一
的
で
、
市
場
原
理
が
働
き
に
く
い

現
行
の
保
険
給
付
の
仕
組
み
は
、
変
化
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
に
は
限
界
。

　

ま
た
食
費
は
入
院
、
在
宅
等
に
共
通
す

る
費
用
だ
が
、
入
院
と
在
宅
等
に
お
け
る

費
用
負
担
が
不
整
合
、
不
均
衡
だ
。

　

引
き
続
き
保
険
給
付
の
対
象
と
は
す
る

が
低
所
得
者
へ
の
配
慮
や
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
管
理
等
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
を
前

提
と
し
つ
つ
、
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
平
均

的
な
家
計
に
お
け
る
食
費
を
勘
案
し
た
相

応
の
費
用
を
患
者
が
支
払
う
提
供
方
式
に

改
め
る
こ
と
が
妥
当
。

④

　

療
養
環
境
等

　

特
別
な
病
室
や
高
度
先
進
医
療
、
予
約

診
療
等
に
つ
い
て
特
定
療
養
費
制
度
の
活

用
が
図
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑤

　

薬
剤

　

薬
剤
が
有
効
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
保

険
給
付
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｊ巧199ろ－12､iiNia》1巾閻

　

私
た
ち
難
病
や
慢
性
疾
患
で
長
年
苦
し
い
闘
病
生
活
を
送
っ
て

き
た
患
者
・
家
族
は
、
医
療
保
険
審
議
会
の
「
入
院
時
の
食
事
に

係
る
給
付
」
な
ど
の
「
見
直
し
」
に
強
く
反
対
す
る
。

　

す
で
に
患
者
は
現
在
で
も
保
険
内
、
保
険
外
の
自
己
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
精
神
的
負
担
を
含
め
て
長
期
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
耐
え
難
い
ま
で
に
深
刻
で
あ
る
。
例
え
、
「
低
所
得
者

へ
の
配
慮
」
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
大
多
数
の
患
者
の
経
済
的

負
担
を
一
層
増
大
さ
せ
、
治
寮
中
断
の
患
者
も
で
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
制
度
改
悪
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
「
平
均
的
な

家
計
に
お
け
る
食
事
を
勘
案
し
た
相
応
の
費
用
」
が
い
く
ら
に
な

る
に
せ
よ
、
一
度
導
入
さ
れ
れ
ば
随
時
自
由
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
老
人
医
療
有
料
化
以
後
の
一

部
負
担
額
に
そ
の
先
例
を
知
っ
て
い
る
。
「
低
所
得
者
へ
の
配
慮

が
あ
る
」

　

「
七
百
円
、
八
百
円
だ
か
ら
・
：
」
い
い
、
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
国
庫
負
担
を
削
減
す
る
ソ
ロ
バ
ン
勘
定
の
つ
じ

つ
ま
あ
わ
せ
の
た
め
だ
け
に
、
患
者
に
負
担
を
転
嫁
し
、
患
者
か

ら
医
療
を
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
患
者
は
、
す
で
に
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
の
給
付
率
に
応
じ
て
自
己
負
担
し
て
い
る
。
そ
の
な
か

に
給
食
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

　

従
来
、
厚
生
省
は
「
給
食
は
医
療
の
重
要
な
一
部
・
・
・
」
と
し
て

＠

き
た
。
保
険
給
付
の
対
象
か
ら
一
部
で
も
外
す
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
厚
生
省
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。
給
食
費
の

】
部
を
患
者
負
担
と
し
て
お
い
て
「
保
険
給
付
の
対
象
」
と
い
い
、

「
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
管
理
等
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
」
を
す
る

な
ど
は
詫
弁
に
す
ぎ
な
い
。
「
医
療
の
一
環
と
し
て
の
給
食
」
と

い
う
立
場
を
投
げ
捨
て
る
「
建
議
」
の
医
療
へ
の
無
知
と
欺
脈
性

を
強
く
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

患
者
・
家
族
が
そ
の
解
消
を
強
く
要
求
し
て
い
る
付
添
看
護
に

つ
い
て
提
言
は
、
「
付
添
婦
等
に
よ
る
付
き
添
い
を
必
要
と
し
な

い
看
護
・
介
護
体
制
の
早
急
な
確
立
」
と
し
て
い
る
が
、
当
然
で

あ
り
遅
き
に
失
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
策

は
何
ら
提
言
さ
れ
て
い
な
い
。
深
刻
な
看
護
婦
不
足
の
も
と
で
、
具

体
性
の
な
い
「
付
き
添
い
を
必
要
と
し
な
い
看
護
・
介
護
体
制
」
は

医
療
現
場
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
だ
な
い
。

　

私
た
ち
患
者
・
家
族
は
、
医
療
保
険
制
度
が
、
最
善
最
良
の
医

療
を
す
べ
て
の
患
者
・
国
民
に
保
障
す
る
も
の
に
改
善
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
も
医
の
原
点
と
も
い
う

べ
き
患
者
の
立
場
か
ら
広
く
国
民
に
訴
え
つ
つ
、
制
度
の
改
善
を

求
め
、
改
悪
に
反
対
し
て
強
力
に
運
動
を
す
す
め
る
決
意
で
あ
る
。

　

以
上
、
声
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
三
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事

　

長

　
　
　

宏
・
伊
藤
た
て
お
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京
都
難
病
連
・
高
谷

　
　

修
さ
ん

　

京
都
難
病
連
は
、
独
自
に
患
者
負
担
導

入
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

病
院
給
食
に
つ
い
て
百
五
十
二
人
の
う

ち
百
五
十
人
が
反
対
と
の
回
答
を
得
ま
し

た
。
「
家
計
の
負
担
が
大
き
い
」
「
収
入

が
少
な
い
」
な
ど
の
理
由
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
険
外
医
療
費
、
通
院
交
通

費
も
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
を
訴
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
負
担
導
入
を

す
で
に
知
っ
て
い
た
と
回
答
し
た
の
は
、

約
4
2
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
厚
生
省
は
、

保
険
外
医
療
費
や
通
院
交
通
費
の
負
担
が

大
き
い
現
在
の
患
者
の
実
情
を
知
ろ
う
と

せ
ず
、
ま
た
国
民
に
十
分
に
知
ら
せ
よ
う

と
し
な
い
で
、
患
者
負
担
を
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

ｎ
・
1
5
大
行
動
は
「
難
病
患
者
の
声
に

な
ら
な
い
声
が
、
や
っ
と
声
に
な
っ
た
」

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
声

に
な
る
よ
う
叫
び
続
け
ま
し
ょ
う
。

秋
田
県
難
病
連
・
松
山

　

恵
美
子
さ
ん

　

集
会
は
、
私
に
と
っ
て
何
も
か
も
初
め

て
の
体
験
で
し
た
。
患
者
の
一
人
と
し
て

ま
た
障
害
を
持
つ
一
人
と
し
て
、
こ
の
集

会
に
参
加
し
て
全
国
に
は
多
く
の
仲
間
の

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
運
動
が
病
気
を
抱
え
、
障
害

を
持
つ
者
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
作
り
の
た
め
で
あ

る
こ
と
を
大
行
動
に
１
　
加
し
て
強
く
感
じ

ま
し
た
。
当
然
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　

大
阪
難
病
連
・
谷
田

　

典
子
さ
ん

　

誰
も
が
好
き
好
ん
で
病
気
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
、
幾
度
、
枕
を
ぬ
ら
し
た

事
だ
ろ
う
か
・
・
・
、
集
会
で
の
栄
養
士
会
の

立
川
会
長
の
「
難
病
の
み
な
さ
ん
が
、
な

ぜ
こ
ん
な
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」
と
い
う
言
葉
に
共
感
し
ま
し

た
。
健
保
改
正
を
認
め
る
こ
と
は
、
弱
い

者
い
じ
め
の
政
治
を
許
す
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
何
と
し
て
も
阻
止
し
な
け
れ

ぱ
と
の
思
い
を
強
め
ま
し
た
。

　

私
の
好
き
な
星
野
富
弘
さ
ん
の
詩
が
こ

＠

の
集
会
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

喜
び
が
集
ま
っ
た
よ
り
も

　

悲
し
み

　

が
集
ま
っ
た
ほ
う
が

　

幸
せ
に
近
い
よ

　

う
な
気
が
す
る
。

　
　

強
い
も
の
が
集
ま
っ
た
よ
り
も

　

弱

　

い
も
の
が
集
ま
っ
た
ほ
う
が

　

真
実
に

　

近
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
　

幸
せ
が
集
ま
っ
た
よ
り
も

　

不
幸
せ

　

が
集
ま
っ
た
ほ
う
が

　

愛
に
近
い
よ
う

　

な
気
が
す
る
。

　

愛
媛
県
難
病
連
・
井
手
上

　

満
春
さ
ん

　

現
在
で
も
、
多
額
の
保
険
料
を
負
担
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
保
一
割
負
担
の
人

は
、
一
日
給
食
費
と
し
て
百
八
十
九
円
。

家
族
で
五
百
六
十
七
円
の
負
担
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
え
給
食
費
を
と
っ
た
り
、

薬
代
を
徴
収
し
た
り
、
材
料
費
を
払
わ
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
た
め
の
保
険
か14日、交流会でのごちそう

疑
わ
し
く
思
い
ま
す
。

　

国
民
の
負
担
の
現
状
を
よ
く
見
極
め
、

患
者
が
安
心
し
て
療
養
で
き
る
制
度
を
強

く
切
実
に
願
う
も
の
で
す
。

　

北
海
道
難
病
連
・
三
好

　

明
子
さ
ん

　

午
前
中
の
集
会
で
心
を
一
つ
に
し
、
い

よ
い
よ
デ
モ
行
進
の
出
発
で
す
。
な
ん
だ

こ
の
デ
モ
は
と
い
う
顔
で
見
送
る
大
、
拍

手
し
て
く
れ
る
大
、
声
援
を
し
て
く
れ
る

大
、
道
行
く
人
の
反
応
も
様
々
で
し
た
。

　

衆
・
参
議
員
面
会
所
で
は
、
み
ん
な
の

熱
い
思
い
を
こ
め
た
請
願
書
を
一
人
ひ
と

り
議
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。
励
ま
し
て
く

だ
さ
っ
た
議
員
も
い
ま
し
た
が
、
こ
の
場

だ
け
の
こ
と
に
終
わ
ら
せ
な
い
で
と
強
く

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
比
谷
公
園
で
後
続
の
行
進
を
拍
手
で

迎
え
た
時
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か

と
思
う
ほ
ど
続
く
大
勢
の
仲
間
の
力
強
い

行
進
に
胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
し
た
。

　

患
者
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
命
を
削
る
思

い
で
結
集
し
、
な
ん
と
か
健
保
改
悪
を
阻

止
し
よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

全
患
協
・
山
田

　

義
信
さ
ん

　

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
は
、
今
回
の
「
給

食
は
ず
し
」
に
つ
い
て
は
直
接
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
般
医
療
の
動
向

は
す
ぐ
に
療
養
所
の
運
営
と
医
療
面
に
波

｡同列lの抑間1993-12j妬
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及
し
ま
す
。

　

大
き
な
声
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
な

が
ら
、
全
国
の
多
く
の
仲
間
に
囲
ま
れ
て

い
る
自
分
を
強
く
意
識
し
、
腹
の
そ
こ
で

　

「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
も
人
間
だ
Ｉ
」
と
叫

ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
医
療
と
福
祉
を
前
進
さ
せ
て
き

た
の
は
患
者
運
動
で
す
。
疾
病
・
障
害
の

枠
を
越
え
て
団
結
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
、
多
く
の
仲
間
に
勇
気
付
け
ら
れ
た

行
動
で
し
た
。

　

香
川
県
難
病
連
・
木
村

　
　

弘
さ
ん

　

街
頭
署
名
を
は
じ
め
、
労
働
組
合
に
協

力
を
お
願
い
し
た
り
し
て
一
万
五
千
人
を

越
え
る
署
名
を
集
め
、
全
国
の
仲
間
と
初

め
て
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
の
不
安
を
抱

え
て
の
参
加
で
し
た
。
全
国
か
ら
の
仲
間

と
参
加
し
た
集
会
で
、
健
保
の
改
悪
案
を

阻
止
し
な
け
れ
ぱ
と
確
信
し
ま
し
た
。
難

官
庁
街
を
デ
モ
行
進

病
と
い
う
重
荷
を
背
負
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
た
運
動
の
成
果
が
上
げ
ら
れ
ず
残

念
で
す
が
、
こ
れ
に
く
じ
け
ず
、
今
後
も

反
対
運
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
と
強
い
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
難
病
連
・
北
村

　

八
重
子
さ
ん

　
　

「
健
保
改
悪
反
対
」
な
ど
の
ゼ
ッ
ケ
ン

を
胸
に
デ
モ
行
進
を
す
る
と
は
、
リ
ウ
マ

チ
で
十
年
来
、
苦
し
み
続
け
て
い
た
私
に

は
夢
の
よ
う
で
、
胸
踊
る
思
い
で
し
た
。

今
回
の
大
行
動
が
、
私
た
ち
一
人
で
は
訴

え
ら
れ
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
小
さ

な
声
が
大
き
な
声
と
な
っ
て
医
療
・
福
祉

改
善
に
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

日
喘
連
・
西
村

　
　

昭
さ
ん

　
　

「
病
院
給
食
を
保
険
の
適
用
か
ら
は
ず

す
な
／
・
」

　

「
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
を
大

幅
に
増
額
せ
よ
／
」
行
進
が
す
す
む
に
従

い
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
声
も
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

呼
び
か
け
は
、
道
行
く
人
に
呼
び
か
け

る
だ
け
で
な
く
、
デ
モ
に
参
加
し
て
い
る

私
た
ち
に
「
そ
う
だ
、
そ
う
な
ん
で
す
」

と
確
信
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　
　

大
阪
難
病
連
・
池
永

　

孝
夫
さ
ん

　

政
府
の
医
療
・
福
祉
抑
制
策
が
進
み
、

老
人
医
療
や
慢
性
疾
患
、
難
病
患
者
等
の

參
病
棟
規
制
や
ぺ
。
ド
規
制
が
厳
し
く
改
悪

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
差
額
ぺ
。

ド
、
付
添
看
護
料
や
通
院
交
通
費
な
ど
多

額
の
出
費
、
こ
れ
以
上
の
自
己
負
担
は
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
力
強
い
運
動
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の

運
動
が
実
る
事
を
願
い
、
各
地
に
帰
り
、

会
員
の
人
た
ち
に
報
告
を
し
な
け
れ
ぱ
の

思
い
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

高
知
県
難
病
連
・
山
崎

　

武
雄
さ
ん

　

快
隋
の
下
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
建
物

が
目
に
止
ま
り
ま
す
。
都
道
府
県
会
館
、

砂
防
会
館
、
自
民
党
本
部
、
衆
・
参
議
員

会
館
、
国
会
議
事
堂
。
道
端
に
落
ち
た
銀

杏
の
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
が
永
田

町
周
辺
に
埋
ま
っ
て
い
る
金
魂
の
匂
い
か

な
、
そ
の
金
魂
を
掘
り
当
て
れ
ば
、
財
源

不
足
が
い
わ
れ
て
い
る
健
保
を
潤
わ
せ
る

の
だ
が
、
な
ど
と
思
っ
た
り
し
て
、
約
二

キ
ロ
の
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

全
低
肺
・
林

　

誠
一
郎
さ
ん

　

午
前
中
の
集
会
で
の
基
調
報
告
に
よ
っ

て
、
こ
の
運
動
へ
の
参
加
を
よ
り
元
気
づ

け
ら
れ
、
各
地
代
表
の
涙
な
が
ら
の
苦
し

い
体
験
報
告
を
聞
い
て
、
気
持
ち
が
さ
ら

に
高
揚
す
る
の
を
憶
え
な
が
ら
、
午
後
の

行
動
に
も
加
わ
り
ま
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
を

胸
に
車
椅
子
の
人
、
携
帯
酸
素
を
引
き
な

交渉する代表団（厚生省保険局）

が
ら
の
デ
モ
行
進
は
、
印
象
的
な
も
の
で

し
た
。
途
中
、
議
員
面
会
所
で
国
会
議
員

や
秘
書
が
拍
手
を
も
っ
て
請
願
書
を
受
け

取
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

行
進
を
終
わ
っ
て
、
代
表
団
が
厚
生
省

交
渉
を
行
っ
て
い
る
間
、
公
園
の
入
口
近

く
の
敷
石
に
腰
を
お
ろ
し
な
が
ら
、
長
時

間
、
辛
抱
強
く
待
ち
続
け
る
姿
に
連
帯
感

を
い
だ
き
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
難
病
連
・
平
野

　

恵
二
さ
ん

　

朝
か
ら
天
気
が
良
く
、
デ
モ
行
進
も
汗

を
流
し
な
が
ら
の
行
進
で
し
た
。
議
員
面

会
所
で
は
、
国
会
議
員
や
秘
沓
の
方
々
が

拍
手
で
出
迎
え
て
く
れ
、
請
願
慢
を
手
渡

し
ま
し
た
。
様
々
な
障
害
を
も
っ
だ
人
々

が
、
苦
労
し
な
が
ら
も
お
こ
な
っ
た
行
進

が
意
義
の
あ
る
結
果
に
結
び
つ
い
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ｊ９７
｡錯象參の1巾間1995-12
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全
国
Ｉ
Ｂ
Ｄ
準
備
会
発
足

　

十
一
月
十
四
日
、
東
京
の
都
市
セ
ン
タ

ー
で
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
炎
症
性
腸
疾
患

の
患
者
会
の
代
表
十
五
名
が
全
国
組
織
を

作
ろ
う
と
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
機
関
紙
や
個
々
の
交
流
程
度

の
お
付
き
合
い
で
し
た
が
、
今
回
は
北
海

道
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
呼
び
か
け
で
七
団
体
が
参
加

す
る
交
流
会
を
開
催
し
、
都
合
で
文
書
参

加
に
な
っ
た
一
団
体
を
含
め
八
団
体
の
全

会
一
致
で
全
国
疾
病
団
体
の
設
立
を
決
議

し
、
「
全
国
Ｉ
Ｂ
Ｄ
（
炎
症
性
腸
疾
患
）

準
備
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

特
定
疾
患
の

　

新
規
対
象
疾
患

「
原
発
性
免
疫

　

不
全
症
候
群
」

　

今
年
度
特
定
疾
患
研
究
事
業
の
対
象
疾

患
の
新
規
対
象
と
し
て
、
特
定
疾
患
対
策

懇
談
会
の
意
見
に
基
づ
き
、
厚
生
省
疾
病

対
策
課
は
、
来
年
一
月
一
日
か
ら
新
規
対

象
疾
患
と
し
て
「
原
発
性
免
疫
不
全
症
候

群
」
を
追
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

全
身
の
感
染
防
御
機
能
が
低
下
し
、
感

　

全
国
に
お
よ
そ
二
万
七
千
人
の
潰
瘍
性

大
腸
炎
と
八
千
人
の
ク
ロ
ー
ン
病
の
患
者

が
い
ま
す
。
独
自
の
患
者
会
が
あ
る
の
は

六
道
府
県
で
あ
り
、
合
同
の
患
者
会
が
あ

る
の
は
三
県
、
こ
の
ほ
か
病
院
で
患
者
会

を
作
っ
て
い
た
り
、
あ
せ
び
会
の
中
に
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の

地
域
に
患
者
会
が
な
い
た
め
に
、
仲
間
を

求
め
て
他
の
県
の
患
者
会
に
入
会
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
各
地
の
団
体
が
独

自
で
行
っ
て
い
る
対
自
治
体
交
渉
で
は
、

国
の
医
療
・
福
祉
行
政
に
対
応
し
き
れ
な

染
を
反
復
し
重
症
化
を
き
た
す
状
態
で
あ

っ
て
、
そ
の
原
因
は
明
ら
か
で
な
い
が
先

天
的
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
総
称
し
て
、

原
発
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
呼
び
ま
す
。

ウ
ィ
ル
ス
感
染
、
悪
性
腫
瘍
等
に
伴
う
続

発
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
は
区
別
さ
れ
ま

す
。
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
対
象

に
は
す
で
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
三
年
間
の
成
人
の
受
診
者
数
は
約
五
百

八
十
人
と
の
報
告
で
す
。
し
か
し
、
対
症

療
法
が
中
心
で
、
根
治
療
法
は
確
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
一
部
に
は
骨
髄
移
植
が
行

わ
れ
た
り
、
酵
素
補
充
療
法
や
遺
伝
子
治

療
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
予
後
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
『

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
一
七
〇
三
（
毎
週
月
・
火
・
木
ｌ
金
発
行
）

　

一
^
ｓ
Ｐ
＼
二
ｗ
.
卜
一
一
ヨ
２
二
卜
一
ヨ
随
一
了

＠

く
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
の
原
因
究
明
、

治
療
法
の
確
立
を
促
進
さ
せ
、
ま
た
、
患

者
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
患
者
の
声
を

大
き
く
ひ
と
つ
に
し
て
訴
え
る
場
と
し
て

の
全
国
組
織
作
り
で
す
。

　

交
流
会
に
参
加
し
た
団
体
を
主
な
呼
び

か
け
団
体
と
し
て
、
一
年
後
に
全
国
Ｉ
Ｂ

Ｄ
の
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
活

動
を
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

全
国
Ｉ
Ｂ
Ｄ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

〒
○
五
九
－
○
九

　

北
海
道
白
老
郡
白
老

　

町
緑
町
七
〇
三
－
ニ
ー
ニ
○
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田

　

泰
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
一
四
四
－
八
二
－
二
九
九
三

Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
員

海
外
研
修
派
遣

北
海
道
・
小
鳩
会

田
名
部
さ
ん
に

　

Ｕ
・
巧
健
保
改
悪
は
許
さ
な
い
患
者
・

家
族
大
行
動
を
翌
日
に
控
え
た
十
四
日
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
二
百
二
十
名
が
参
加

し
て
、
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
狭
い

会
場
の
関
係
で
、
患
者
団
体
と
し
て
は
あ

る
ま
じ
き
立
食
と
い
う
形
式
に
な
っ
た
の

抽
選
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
会
代
表

が
幸
い
し
た
の
か
（
？
）
多
く
の
交
歓
風

景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
交
流

会
恒
例
の
協
力
会
員
海
外
研
修
派
遣
の
抽

選
が
行
わ
れ
、
会
場
が
注
目
す
る
な
か
で

抽
選
を
し
た
結
果
、
今
年
の
当
選
者
は
北

海
道
難
病
連
小
鳩
会
の
田
名
部
章
子
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
中
で
、
今
年
こ
そ
私
が
当
選
す

る
の
で
は
と
い
う
期
待
を
胸
に
抽
選
結
果

を
待
っ
て
い
た
協
力
会
員
の
皆
様
、
来
年

に
期
待
し
て
協
力
会
員
の
継
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

ぶ昌江,;｡ぐ岫,にぷ41にぷふ。

　

み
な
さ
ん
大
行
動
お
疲

れ
様
で
し
た
。
で
も
、
健

保
改
悪
に
反
対
す
る
運
動

は
、
こ
れ
が
出
発
点
。
今

後
の
運
動
に
つ
い
て
の
ア

イ
デ
ア
募
集
し
て
ま
す
。

発
行
’

身
体
４
　
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

頒
価
三
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